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自己紹介

•昭和55年法務省大阪保護観察所採用

•平成24年東京保護観察所長

•令和2年近畿地方更生保護委員会委
員長を最後に退官

•令和2年5月ひまわり再犯防止研究所

を立ち上げ、フリーランスで再犯防
止活動に従事



報告の
あらまし

•保護観察官等の経験、特に地方更生
保護委員会委員としての経験を通じ
て、刑事手続にある依存症者の回復
支援の在り方について述べる。

•経験に基づく結論（注）は、対象の
人を処分後に依存症回復支援施設に
つなぐことが、生活再建のために最
も有効であるというものであり、そ
うした施設の一つであるマックとの
連携の例などを紹介する。

注 結論に至る検討は、添付の「刑務所出所者の再犯防止をめぐって」龍
谷大学矯正講座第39号（2020年3月1日荒木龍彦）を参照願いたい。



近年における
再犯防止の流れ



佳境に入
る政府の
再犯防止
対策

•再犯防止に向けた総合対策の
最終年: 刑務所出所者の２
年以内再入所率を10年間で2
割（20%→16%）低下させる。

•目標には、あとプラス200人
弱の減少で到達（平成29年出
所者の再入率は16.87％）

•コロナ禍での見通しの難しさ



再犯防止
推進計画
（平成２９年１２月１５
日閣議決定）

の黄金律

５つの基本方針の②
犯罪をした者等が、その特

性に応じ、刑事司法手続のあ
らゆる段階において、切れ目
なく、再犯を防止するために
必要な指導及び支援を受けら
れるようにすること。



いわゆる
入口支援

•都市部の弁護士会の取組～社
会福祉士会との連携による更
生支援計画の策定と更生支援
→保護観察所に情報提供

《今後への期待》

•適用の広がり、将来の制度化

•実刑になった場合の更生支援
の連続性



地方検察
庁の社会
復帰支援

•東京地方検察庁の社会復帰支
援室を皮切りに全国の地検に
同様部局設置

•依存症被疑者のマック等社会
資源へのつなぎが活発化

•課題は、全国均質の取組で公
平性を保持することか。



地方公共
団体の再
犯防止の
取組みの
進展

•再犯防止推進法の施行にともな
い多くの自治体が参入。

•すべての都道府県で、地方再犯
防止推進計画が、決定済、また
は策定予定となる。

https://www.mhlw.go.jp/content/12201000/000601353.pdf

•今後、入り口支援での都県及び
区市町村との連携の進展が期待
される。



刑事被告人の中の
依存症者たち



アディクショ
ン型犯罪

1 薬物依存に基づく犯罪

2 アルコール依存に基づく犯罪
3 ギャンブル依存に基づく犯罪

4 性的問題性に基づく犯罪

5 強迫的・常習的窃盗者の窃盗



アディクション
型犯罪の
特質

① 回復への正しい取組がないと処
罰が厳しくなっても繰り返す。

② 病気の特質から家族等周囲のダ
メージが大きい。

③（薬物・アルコール依存の場合）
殺意がなくとも人を死に至らしめる
事件につながる危険性がある。

④ 本人は、病気であることを否認
する傾向が強い。

⑤ 正しく回復支援を行うことによ
り、劇的な生活の変化が生じ得る。



ゆえに アディクション型犯罪を
する依存症者の回復を、裁
判前後の段階で支援するこ
とは、個人の健康福祉の面
でも、健全な刑事司法制度
の実現という面でも、格別
の重要性がある。



しかし

依存症の
問題を持つ
刑事被告
人は

•依存の問題への対処の必要性
を否定しがち。

•そのまま認めていては問題の
解決、改善にならない。

•周到な動機付けのための関
与が重要

•判決前（保釈時）から裁判
後の生活環境の調整が重要



再発防止の
キー・ファクター



依存症者
にとって大
切なこと①

•対象の行為に依存をしないで
生きていける希望と意欲を
持っていること。

•そのために、そのモデルとす
る人がいる（生き方がある）
こと。

→ ピアサポートの意義



依存症者
にとって大
切なこと②

再発のない生活に変えてい
く歩みを、何度でもやり直し
できる環境。

＝ 支援する側に依存症とい
う病への理解と失敗後も受け
入れる懐の深さがあること。

→ ピアサポートの強み



依存症者
にとって大
切なこと③

困ったときに助けを求める
だけでなく、自身が必要とさ
れる人間関係に居場所を得る
こと。（そのことでようやく
生き方が変わる。）

Cf. AAの輪番制、スポンサーシップ

F.リースマン ヘルパーセラピー原則



依存症者に
とって大切
なこと④

マックなどの中間施設に入所
して、段階的な社会復帰を図る
こと。

（初めから自助グループのみ勧
めるのは危険な賭け。再発のお
それの高い人を直接検挙前の生
活に戻すことを避ける。）

→ 依存症回復支援施設の意義



事例
Ａ男
20代
累3入

仮釈放時帰住地変更に応じな
かったもののギャンブル再発を
経てマックに転居しプログラム
を受けるに至った事例

・生活史不遇で異常なほどパチ
ンコに依存、財産犯を反復

・更生保護施設帰住後、パチン
コ再発でマックに転居。以後も
スリップ３度あるも再犯はなし。



以上を踏まえ

刑事被告人となった
依存症者への関与の
在り方について

ジャパンマック連続講座第１回（令和２年９月１８日）



釈放の形態
と保護制度

•刑執行猶予判決による釈放
（保護観察付・保護観察なし）

•罰金による釈放
•起訴猶予による釈放
※いずれも当座の制度利用なら

⇓
保護観察所の

更生緊急保護



更生緊急保護
（更生保護法85条）

利用可能な施設
（保護観察所が費用負担）

①更生保護施設（103施設）

②自立準備ホーム（登録数400
超）

※ただし、依存症回復支援の専門施設では
なく、数か月在所する中間施設。



現実的方法として

マック、ダル
クとの連携

○ 再犯防止の現実的な方法と
しては、マック、ダルク等の回
復支援施設に居を移すなどして
生活環境を変えることがよい。

○ マック等への通所、または
自助グループのミーティング参
加のみであるなら、判決前（保
釈中）が唯一の機会と考えるべ
き。



障害福祉
サービス事業
所の釈放者
の受入れ

以下の経緯により、矯正施設を釈放
された障害者を受け入れる障害福祉
サービス事業所が増加している。

Ⅰ 平成23年グループホーム等に対する
地域生活移行個別支援特別加算の新設

Ⅱ 平成30年 自立訓練（宿泊型を除
く）、就労移行支援及び就労継続支援
（Ａ型・Ｂ型）に対する社会生活支援
特別加算の新設



障害福祉
サービスを行
うマック等

ジャパンマック各施設など、一
部の回復支援施設は、障害福祉
サービス事業者として宿泊、及び
通所のプログラムの提供を行って
いる。この場合は、都道府県の基
準を満たして一定水準の利用環境
を確保していることが一つの強み
となる。例えば、グループホームは、
個室が確保され、耐震基準を満たし、
定期的に検査、指導も受けており、居
住環境の一定の水準が保たれている
と期待できる。



第三者からみた
マックというコミュニティの

チカラ



マックのこと

・ＭＡＣ→ Maryknoll Alcohol Center
・1974年メリノール宣教会のミニー神父がアルコール依存
症者のための中間施設大宮ハウスを開設したのが始まり。

・アルコール依存症者が多い。プログラムもアルコール依
存症からの回復支援のモデルを核としている。

・現在は、ギャンブル等多様な依存症の人の回復支援
・全国のマックは、14法人、56施設（各法人は独立）
・全国マック協議会を組織し、行動規範などを定める。



外部者とし
てみてきた、
マックにつ
いての若干
の説明

•１２ステッププログラムが中核
•プログラムの宗教性と非「宗
教」性（宗教ではない）

•濃密な支援
（自助グループを補完）

•プログラムの多様化



１２ステップ
プログラム

酒（等の依存対象）を使わ
ない生活を保つだけでなく、
人としての成長に導くプログ
ラムとして確立されている。
それは、身体的、社会的な回
復と、精神的、霊的な成長を
段階的に促す合理的な仕組み
であり、生き方を変えること
によって依存に戻らないとい
う力強いサポートである。



ＡＡの１２ステップ

１ 私たちはアルコールに対し無力であり、思い通りに生きていけ
なくなっていたことを認めた。
２ 自分を超えた大きな力が、私たちを健康な心に戻してくれると
信じるようになった。
３ 私たちの意志と生き方を、自分なりに理解した神の配慮にゆだ
ねる決心をした。
４ 恐れずに、徹底して、自分自身の棚卸しを行ない、それを表に
作った。
５ 神に対し、自分に対し、そしてもう一人の人に対して、自分の
過ちの本質をありのままに認めた。
６ こうした性格上の欠点全部を、神に取り除いてもらう準備がす
べて整った。



７ 私たちの短所を取り除いて下さいと、謙虚に神に求めた。
８ 私たちが傷つけたすべての人の表を作り、その人たち全員に
進んで埋め合わせをしようとする気持ちになった。
９ その人たちやほかの人を傷つけない限り、機会あるたびに、
その人たちに直接埋め合わせをした。
10 自分自身の棚卸しを続け、間違ったときは直ちにそれを認め
た。
11 祈りと黙想を通して、自分なりに理解した神との意識的な触
れ合いを深め、神の意志を知ることと、それを実践する力だけを
求めた。
12 これらのステップを経た結果、私たちは霊的に目覚め、この
メッセージをアルコホーリクに伝え、そして私たちのすべてのこ
とにこの原理を実行しようと努力した。



１２ステップ
プログラム
の宗教性と
非「宗教」性

①

（その宗教的側面）

自分を越えた力（自分が理解す
る神）との対話の中で生きること
がプログラムの中核。自身の力で
生きているという思いや、自分の
やり方へのこだわりから離れる。
そして、自分を越えた力に生かさ
れ、その力とのつながりの中で生
きていることを感じとりながら生
活することを大切にする。



１２ステップ
プログラム
の宗教性と
非「宗教」性

②

（Ǥǵ ƼὌ ƽ ζ

プログラムは、自分を越えた
力を神と名付けるが、それを各
個人が外から与えられた人格を
有するものとはしていない。ま
た、プログラムは、各宗教が持
つその神を中心とする世界観、
歴史観を示してはいない。

このことからプログラムそれ
自体は宗教ではないと言うべき
である。



ǒȐȆǭƲƲ

ǯǞǭͬ̍ǒȐ♬ǭǋȒ ȏǍǲȆǏ
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望ましい行動は何かと考える機会、望ま
しい行動をとる動機づけと勇気、望ましい
行動への評価、困難を冷静に受け入れ克服
していこうとする態度、他者との協調、人
として価値ある生き方を探求する態度、未
来の結果への不安の棚上げ・・。

求められる「正直さ」と「良心」を媒介
にした「神」との対話により、利己的で欲
求本位な、あるいは感情に揺さぶられた心
を修正している。そして、・・を得ている。

１２ステップ
プログラム
の宗教性と
非「宗教」性

③



１２ステップ
プログラム
の宗教性と
非「宗教」性

④

ǵ

１２ステッププログラムは、

人間の本性にある宗教心に気づ
き、自然の力の中で生かされてい
る自分の存在を感じ、そこに自ら
が理解する「神」を設定して、謙
虚な気持ちで「神」と対話しなが
ら生活することを推奨する。その
ことにより繰り返し来る依存症の
症状再発の危機を乗り越え、段階
的に自身の課題に対処し、利他的
で精神性の高い生き方へと導くも
のである。



12ステップ
プログラムの
実践を支え
るマックの
濃密な回復
支援

１ グループセラピーと濃密な個別
カウンセリングが行われる。

２ スリップは、（違法行為以外
は）回復のプロセスと位置付けて、
新たな歩みを話し合う機会となる。

３ 自助グループでは一人で向き合
うことがむずかしい自己分析や他者
との関係の棚卸、修復も、担当ス
タッフとグループ全体の後押しで円
滑に対処することができる。

４ ケース協議が毎月開催され、個
別の支援計画が練り直されている。



ジャパンマック
（東京・川崎・
福岡）の現在
①

・アルコール、薬物、ギャン
ブル、性的問題行動、病的窃
盗などにかかる依存症回復支
援では、福岡が先行。保護観
察所との連絡も緊密

・関東各事業所も、刑事手続
にある人の受入れ体制の整備
（人的整備のための特別加算
給付届出等）が進む。



ジャパンマック
の現在②
関東各事業所
の取組

・アルコール、薬物、ギャン
ブル、性的問題行動、病的窃
盗などにかかる依存症回復支
援の体制を整備しつつある。

→ 認知行動療法、専門家に
よる個別カウンセリング、法
律相談等

→ グループホームの拡充



以上の考察を具体
化するための

結論
（提案や課題）

•該当ケースについて、ジャパン
マックとの連携を試行。

•弁護士、社会福祉士等関係者の
方々とマックとの該当ケースの
支援のための連絡会議（仮称
「依存症のある刑事施設釈放者
等支援連絡会議」）を設置し、
支援の事例を積み重ねていくこ
とにしてはどうか。

•マック支援の効果に関するエビ
デンスの収集、蓄積



荒 木 龍 彦

araki634jp@hotmail.com

ご参加、ありがとうございました。

頻繁な連絡によって
一人でも多くの依存症者の回復を
支援してまいりましょう


